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１０月の行事予定

"まじめにコツコツ､

即 行動" 

頑張ります !!

10月 1日 (木) 衣替え・十五夜 本来なら、東京オリンピック開催年の

8日 (木) 寒露 今年、10月の"体育の日"から改称された

17日 (土) 神嘗祭 "スポーツの日"が 開催日の予定であった

20日 (火) 秋の土用入り 7月24日に移動したため、この10月は

23日 (金) 霜降 祝日がなくなりました。折角の爽やかな

29日 (木) 十三夜 季節、工夫を凝らして 楽しみましょう。

酷暑や風雨に耐え、今年もまた秋の実

りが 食卓を色鮮やかに飾ってくれます。

そんな折、東京湾のギンイソイワシ

の稚魚が地球温暖化による海水温上昇

で性転換し、雄が8割にも達していたと

のこと。食物連鎖の頂点に在る人間と言

えども、いずれ影響は必至、見過ごすこと

なく謙虚に自然への畏敬の念を忘れず、地球

環境を守る施策に取り組んで頂きたいと思います。

さて新内閣発足から2週間が経過、時を同じくし

て再編された野党も、コロナ禍によって疲弊した経

済の立て直しや少子化対策等、山積した課題に直面

しており、幅広い民意を反映させるための政策を立

案実行して、逸早い生活再建と経済復興を願います。

ところで先般、日英の新たな経済連携協定(EPA)

が大筋合意され、今月初め発効される見通しです。

当市へも好影響が与えられることを期待しています。

本市議会は９月定例会を終え、昨年度決算認定と

本年度補正予算が承認されました。コロナ禍により

全国自治体の８８％が財政悪化を見込み、本市でも

税収減は必定、引き続き行財政運営に注力致します。

"クラシック "への招待☆（Chapter1）

10月 5日 (月) 永井県議グループ定例会

7日 (水) 南中学校体育大会

22日 (木) 全ト政推連 地方議員情報交換会

24日 (土) 衣浦小学校運動会

26日 (月) 全トヨタ政策推進連絡協議会総会

日増しに長くなる夜と温かな灯りの恋しい季節には、ひとの想像力もまた磨か

れるのでしょうか、映画や芸術、スポーツなど様々なものに触れ、人生をより豊

かに満たしてくれる好奇心に背中を押されて興味の扉を開きたいと思うものです。

心地好い宵には早目のベッドで暖かい飲み物をサイドテーブルに、テレマンの

アリアはいかがでしょうか。一日の疲れを癒しそのまま夢の世界へ誘うでしょう。

クラシック音楽の中核は、18世紀前半から20世紀初頭にかけてヨーロッパで

作曲された名作です。産業革命やフランス革命後、近代的な社会の仕組みが整え

られ、科学技術の発達と共にヨーロッパの列強諸国が、世界の政治・経済・文化

の覇権を握るようになった頃、クラシック音楽もまた 黄金期を迎えて行きます。

クラシックの源流は、8世紀から9世紀頃成立したと言われる"グレゴリオ聖歌"

中世ヨーロッパでは、ローマ・カトリックこそが社会・文化の中心であったこと

から 各地で歌われ発展し、長い年月を経て 変化しながらも根付いて行きました。

今では芸術や娯楽のような音楽の世界観も、当時は"神への捧げもの"或いは"神

からの啓示"としての性格が強く、更に美しい音楽を求め 感性が発揮されました。

重た気な頭を持ち上げる稲穂が、秋の盛り
を教えてくれます。稲田の向こうは郷との区
切りの緑、小学校の体育館の屋根が覗きます。

さて、ここはどこでしょう？

9/1発行の＜№114＞の答えは、東陽町の、
旧東海道39番目池鯉鮒宿から刈谷城辺りまで
続く街道(刈谷道)の由縁を今に残す為設えられ
た一画、歴史物語にひと時のロマンが漂います。



　

９月のフットワーク

刈谷市 令和２年９月 定例議会 報告

◆ 主な議案の内容

令和１年度【決算報告】

令和２年度【補正予算概要】
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一般会計歳入歳出決算推移

歳入 歳出

(百万円)

　歳入は、自主財源比率が前年度
比較で、2.1ポイント低下したもの
の、引き続き高い水準で良好な財政
体質を維持している。
　歳出は、対前年度比29億2千万円
(4.9%)減少したが、民生費の支出を
増加し重点施策を着実に推進、適正
な財政運営が図られている。

〔主な補正予算事業〕

9/2～3  本会議(一般質問)

 9/8
     ～11

 各種常任委員会
 決算・予算分科会

9/24
 決算・予算
       特別委員会

9/25  本会議(議案採決)

＜ 議 会 日 程 ＞

報告
案件

単行
議案

条例
議案

決算
認定

予算
議案

議員提出
議案

請願 陳情 意見書

1件 5件 2件 ８件 4件 2件 2件 1件 4件

－
原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

 不採択 採択
 1件 採択
 3件 不採択

会計名 補正前 補正額 補正後

一般会計 79,243 683 79,926

特別会計 24,014 526 24,540
企業会計 9,651 0 9,651

合計 112,908 1,209 114,117

(前年同月比 22.6%増) 　(百万円）

　(百万円)

増減額 増減率(%)

一般会計 64,373 61,786 ▲ 2,587 ▲ 4.0

特別会計 23,575 24,133 558 2.4

計 87,948 85,919 ▲ 2,029 ▲ 2.3

一般会計 59,248 56,324 ▲ 2,924 ▲ 4.9

特別会計 20,867 21,139 272 1.3

計 80,116 77,464 ▲ 2,652 ▲ 3.3

歳出

区   分 H30年度 R1年度
対前年度比較

歳入

・コロナ対策支援事業(117,974万円)

・税外収入過年度還付事業(8,003万円)

・慈友保育園大規模改修事業(▲32,319万円)

・排水機場改修事業(3,400万円)

・ウイングデッキ整備事業(4,329万円)

【議案】・「老人デイサービスセンターなのはな」および「洲原公園レクリエーション施設」

　の指定管理者の指定。

・刈谷駅北地区地域交流施設条例の制定。

・令和元年度刈谷市水道事業会計未処分利益剰余金の処分｡　等

【議員提出議案】新型コロナ感染症のさらなる対策強化を求める意見書。　等

【請願】・PCR検査の拡充を求める陳情　・刈谷市史の新編発行を求める請願

一般会計歳出 (性質別)

５６,３２４

消費的経費 人件費 物件費

扶助費 等 ３８,３００ (６８.０％)

投資的経費

普通建設費 等

９,２０５(１６.３％)

公債費

積立金 等

８,８１９

(１５.７％)

（百万円）

一般会計歳入 (財源別)

６１,７８６

自主財源

市税・手数料

使用料 等

４６,７９１

(７５．７％)

依存財源

国・県支出金等

１４,９９４ (２４．３％)

（百万円）

刈谷市の市債(借金)･基金(貯金)残高状況と決算結果からの財政指標

≪刈谷市の財政状況≫

基金残高（百万円）
H30年度
末残高

R1年度
末残高

財政調整基金 8,777 9,695

公共施設維持保全基金 6,131 6,345

亀城公園等整備基金 1,623 1,659

都市交通施設整備基金 6,740 7,044

その他 2,241 2,210

計 25,512 26,953

一般会計 特別会計

9,481 139

起債額 1,371 0

償還額 1,037 39

9,815 100

特別会計は小垣江東部区画整理事業

市債未償還残高
(百万円)

H30年度末

R1
年度中

R1年度末

合計残高 9,915

公共施設維持保全基金

亀城公園等整備基金

都市交通施設整備基金

その他

計
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９月定例議会での私の一般質問（要約）

質問テーマ ： 『東海豪雨以降の水害対策について』

〔質問〕
東海豪雨から２０年が経過、これまでの市独自の
治水対策は。

〔答弁〕

〔質問〕

〔答弁〕

〔質問〕

〔答弁〕

河川対策では、流域市町で連携した取り組みが必要だが、河川流域の治水整備の現状は。

「境川・猿渡川流域水害対策計画」により、１０年確率降雨規模に対し「住宅の床上浸水
の解消」を目指した治水対策に取り組んでいる。

浸水区域における「建築制限条例」や「浸水対策補助制度」を創設してはどうか。

過去の浸水被害実績や洪水ハザードマップを基に、各種制度を含めた総合的な浸水対策に
ついて調査、研究していく。

東海豪雨から２年目「雨水総合対策整備計画」を策定し、公園地下に雨水流出抑制施設や
排水機場等の整備を進めてきた。
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